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拝啓 

深緑の折、ますますご健勝にお過ごしのことと存じます。 

平素は格別のご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。 

宇部柔道協会及び山口県柔道整復師会は、従来より柔道の正しい修練を通じ広く青少年に

礼儀を正し強固なる精神の育成に微力を尽くして参りました。 

さて、この度標記大会を別紙大会要項のとおり開催いたしますので、大変ご多忙とは存じま

すが多数のご参加をお待ち致しております。 

 

 

 

 

 

敬具 
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日 時 令和 8 年 9 月 6 日（日）  午前 9 時 00 分開会式 

会 場 宇部市武道館   宇部市島 3-9-30   ℡0836-35-4080 

趣 旨 柔道を通じて、少年少女の健全なる心身の育成に努めると共に、参加者相互の親睦ならびに   

柔道整復師に対する理解を深め、柔道の発展に寄与することを目的とする。 

主 催 ・宇部柔道協会 ・（公社）山口県柔道整復師会 

共 催 ・（公社）日本柔道整復師会 

後 援 ・（公財）宇部市スポーツ協会 ・（一社）山口県柔道協会 ・宇部市教育委員会 

・宇部日報社 

試 合 

   ＜個人戦＞ 

    ＊各団より小学 4 年生 1 名、5 年生 2 名、6 年生 2 名までの参加とする。 

   ＜団体戦＞ 

＊各団より低学年（1・2 年）・中学年（3・4 年）・高学年（5・6 年）1 チームとする。 

＊1 チームの人員は監督 1 名、選手 3 名、補欠 1 名とする。 

＊選手の編成は、先鋒より体重の低い順に配列する。 

＊選手の変更は、補欠より補充し、体重順に従って編成する。 

＊変更になった選手は、以後一切の試合に出場出来ない。 

＊選手が 3 名に満たないチームは先鋒空きで大将詰めにする。 

＊下学年の選手が上の学年の団体戦に出場することは出来る。 

＜試合方法＞ 

    ＊個人戦は 4 年生は全てトーナメント方式で行い、5・6 年生は予選トーナメント（4 ブロック）

を行い、ブロック 1 位（計 4 名）で決勝リーグ戦を行う。 

＊団体戦はトーナメント方式で行う。 

＊試合時間は個人戦が 3 分間、団体戦が 2 分間とする。 

＊試合は個人戦より行います。 

＜審判規定＞ 

     試合は、最新の「国際柔道試合審判規定（「有効」は 2025 年の規定を適用）」及び「少年大会試

合審判規定」ならびに、審判監督会議による当大会申し合わせ事項にて行う。 

＊個人戦の勝敗の決定基準は、「一本」「技有」「有効」「僅差」とする。「僅差」とは、双方の選手

間に技による評価（技有、有効）がない、または同等の場合、「指導」差が 2 以上あった場合に



少ない選手を「僅差」による優勢勝ちとする。1 差であれば GS を行い、「指導」差が 1 差で勝

敗を決定する 

    ＊リーグ戦の勝敗基準は 

「一本」＞「技有」＞「有効」＞「僅差」＞「GS(一本＝技有＝有効＝僅差)」とする。 

※ポイントが同率の場合は再試合を行い、勝敗を決する。3 分間で勝敗が決まらない場合は 

GS を行い勝敗を決する。 

＊団体戦の勝敗の決定基準は、勝ち数の多いチームの勝ちとする。 

＊勝ち数の同じ時は内容（一本＞技有＞有効＞僅差）により決定する。 

＊内容も同じ時は、任意の代表者を選び、代表決定戦を行い勝敗を決する。得点差がなく、かつ

「指導」差が 1 以内の場合は旗判定で勝敗を決する。（GS は行わない。） 

    ＜参加料＞ 

    ＊参加料は 1 団体 3000 円を大会当日受付にて納入する事。 

     個人戦のみ、団体戦のみでも 1 チーム 3000 円とする。 

＜留意事項＞ （選手及び指導者は下記の事項を遵守すること） 

＊大会１ヶ月以内に脳震盪を受傷した者は、脳神経外科の診察を受け出場の許可を得ること。 

     ＊大会中、脳震盪を受傷した者は、継続して当該大会に出場することは不可とする。 

      なお、至急、専門医（脳神経外科）の精密検査を受けること。練習開始に際しては、脳神経外

科の診断を受け、許可を得ること。また、当該選手の指導者は大会事務局に対し書面で、事故

報告書を提出すること。 

     ＊皮膚真菌症（トンズランス感染症）については、迅速に医療機関において、的確な治療を行う

こと。もし、選手に皮膚真菌症の感染が発覚した場合は、大会への出場が出来ない場合もあ

る。 

     ＊大会中の事故等については、各団体にて加入の保険の範囲内での適用になります。補償内容が

不足と思われる場合は、各団体、保護者等にて別途保険に加入して参加すること。 

    ＊大会出場中の映像・写真・記事・氏名・記録等のテレビ・ビデオ・新聞・雑誌・インターネッ

ト・広告等への掲載を了解すること。 

    ＊公益財団法人全日本柔道連盟「試合場におけるコーチの振る舞いについて」を順守すること。 

    ＜帯同審判員のご協力のお願い＞ 

    ＊各団体 1 名以上の帯同審判員のご協力をお願いします。 

     （参加申込書に氏名を記載してください。） 

    ＊審判員は審判服の着用をお願いします。 

    ＊審判員には昼食を用意しています。 

申込締切 令和 8 年 7 月 24 日（金）必着（FAX の受付可能） 

      ※期日以降の受付は認めない。 

       〒755-0006 

        宇部市岬町１丁目 8-10 



        岬整骨院 山口 剛志 宛 

        TEL・FAX 0836-22-1134 

        e-mail   wakatsuki.hiroyuki@beige.plala.or.jp 

＜大会参加にあたってのお願い＞ 

＊個人戦の結果により、全国大会の出場選手を選考します。 

全国大会出場選手構成は、監督１名 選手５名（先鋒から 45566 年生）です。 

11 月 8 日（日）にある全国大会に必ず出場出来る選手のみ参加をお願いします。 

＊女子選手の T シャツについては、色は白色で、柄はワンポイントまでとなっていますので遵守し

てください。 

＊監督及び引率者は大会役員に準じた服装でお願いします。それ以外の服装の方、応援の方は試合

場選手控室には入場できません。 

＊自動車での来場にあたっては、体育館で他団体が使用しているので、係員の誘導にしたがって、

決められた場所以外には駐車しないようお願いします。 

  駐車場に限りがありますので、できるだけ乗り合わせ等により台数を少なくしてくださるようお

願いします。 

＊台風等の影響により大会が中止になった場合は、主催者側にて代表選手を決めさせていただきま

す。 

   ＊昼食弁当を斡旋しています。別紙にてお申込みいただき、試合当日受付にて支払いをお願いしま

す。 

   ＊会場の入り口は自動販売機側からになりますのでよろしくお願いします。 

    会場の外で騒がれますと、近隣住人の迷惑になり、今後の大会運営にも支障をきたすのでご配慮

願います。 

   ＊ゴミの持ち帰り、会場使用のマナー等については各団でご指導よろしくお願いします。 


